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青木建設株式会社

発行日：2023年7月１日

1916年創業の

100年企業
これからも

よろしくお願いします
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Ⅰ-ⅰ.　ご挨拶

青木建設株式会社

代表取締役

青木　浩彦

皆様に支えられた100年間

佐賀県唐津市で建設業を営んでおります

青木建設株式会社　と申します。

みなさまの生活と共に

をモットーに100年間以上を歩んで参りま

した。日ごろの生活をより良くしていただく

ため、皆様の生活と隣り合わせでがんばっ

ております。

時には、ご近所の方からの急なSOSに対

応させて頂くこともありました。思い返せ

ば、すべてが皆様の笑顔と共にあります。

これからも、社員一丸となり我々のできる

ことを模索し精進して参ります。
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Ⅰ-ⅱ.　ご挨拶　ー当社の強みー

　　佐賀県唐津市
　心から自慢できるこの地域で

　最大限に技術を活かし

　貢献度を高め

　みなさまのお役に立つ
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水災害が多い地域のため、事前の土の

う作り★

災害を最小限に…と願いを込めながら

みんなで作業中です！！

唐津市で毎年実施されてい

るラブアース！！

もちろんわが社も毎年参加

中です(^^♪

みんなでゴミ拾いがんばっ

ています



Ⅰ-ⅲ.　ご挨拶　ー当社の強みー

技術の蓄積・継承をし続け

おかげさまで　　創業107年

その歴史のうえで施工した工事は数知れず、優良と認められ

表彰して頂いた工事も多数あります

本年も！！

水道工事では自社のみの

受賞でした♪
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社員の技術・努力の証

代表の青木が表彰式に

出席しています♪♪



Ⅱ.　組織の概要

１．　事業所名 青木建設株式会社

２．　代表者名 代表取締役　青木浩彦

３．　所在地 本社 〒847-0023　佐賀県唐津市半田１５３

資材置場 〒847-0022　佐賀県唐津市鏡字高柳　430番2　他3筆

４．　事業内容 許可番号

　佐賀県知事　許可　（般-２９）　第　１３２０　号

許可の有効期限

　２０２２年１０月１６日から２０２７年１０月１５日　まで

建設業の種類

５．　資本金 １０百万円

６．　事業年度 ６月１日～翌年５月３１日

７．　事業の規模 ２０２２年度売上高　 １７９百万円

従業員数　 １９名

８．　環境管理責任者名 　青木　茂

　　　及び担当者連絡先 　青木　あずさ

連絡先

　ＴＥＬ　　０９５５－７７－０８６０

　ＦＡＸ　　０９５５－７７－３８０３

　Ｅ-mail　aokikensetu@abelia.ocn.ne.jp

Ⅲ.　対象範囲と実施体制

１．　対象範囲   青木建設株式会社 　本社、資材置場

３．　実施体制（全社員計１９名）

 　土木工事業　とび・土工工事業　管工事業　舗装工事業

　 塗装工事業　水道施設工事業　 解体工事業　しゅんせつ工事業
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２．　対象活動     土木工事業、とび・土工工事業、管工事業、舗装工事業

　　　　　　　　  水道施設工事業、解体工事業

事務部門

ＥＡ２１事務局ＥＡ２１委員会

環境管理責任者

代表取締役

工事部門



Ⅳ.　環境経営方針

●環境経営理念

●環境行動指針

３．　整理整頓を徹底することで資源や時間の無駄を省き、業務効率化を推進します。

４．　当社の環境経営レポートを全社員に周知し一般にも公表します。

制定日 2017年　12月　25日

改定日 2021年　11月　1日

青木建設株会社
代表取締役　青木浩彦

私たち、青木建設株式会社は　みなさまの生活とともに　をモットーに、地域の道路や河川を手がける土
木工事、水道や管を手がける設備工事等の生活のインフラ整備を行い、100年以上歩んで参りました。
事業を行うに当たっては、地球環境保全・改善の重要性を認識し、自然の恩恵を継承・持続することを
課題として、地球環境への負荷軽減に向け、建設工事を通じて社会に貢献して参ります。

当社の環境経営理念に基づき深刻化する環境問題への対応を建設会社を経営していく中での１本の
柱とすることで、より良い環境を次世代に引き継ぐことを目指し、以下の事項について自主的、積極的、
継続的に取り組みます。

１．　当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

２．　次の事項の環境目標を設定し、計画的に取り組みます。

　①　電力・燃料の省エネルギーに努め、二酸化炭素排出量を削減します。

　②　廃棄物排出量の削減、及びリサイクルを促進します。

　③　水資源の節約に努めます。

　④　グリーン購入を推進します。

　⑤　　工事点数の「良」（８０点以上）の獲得を推進します。
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Ⅴ.　環境経営目標

基準値

2018年度

実績値

2019年度

【1％削減】

2020年度

【2％削減】

2021年度

【3％削減】

2022年度

【4％削減】

2018年6月

～2019年5月

2019年6月

～2020年5月

2020年6月

～2021年5月

2021年6月

～2022年5月

2022年6月

～2023年5月

 1.二酸化炭素排出量の削減 共通 kg-CO2 108,163 107,082 106,000 104,919 103,837

(1)電力使用量の削減 事務所 kWh 19,559 19,368 19,173 18,979 18,781

(2)ガソリン使用量の削減 共通 L 11,413 11,304 11,190 11,076 10,963

(3)軽油使用量の削減 現場 L 27,518 27,250 26,975 26,698 26,423

(1)一般廃棄物排出量の削減 共通 kg 294 292 289 286 283

(2)産業廃棄物の

         リサイクル率向上
現場 ％ 98 98 98 98 98

3 水使用量の削減 事務所 m3 552 547 541 535 530

4 グリーン購入の推進 共通 ー ー

5
工事点数の「良」（80点以

上）の獲得を推進
現場 点 80 80 80 80 80

・当社の事業活動特性を踏まえ、環境経営目標として以下の5項目を設定しました。

・なお、化学物質については、使用実績がないため目標から除外しました。

・当社の主要な環境負荷である二酸化炭素排出量、廃棄物排出量及び水使用量については、

　2018年度実績値を基準に、毎年1%ずつ削減し、2022年度までに4％削減を目指します。

　また、グリーン購入を推進し、工事点数の「良」の獲得に努めていきます。
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備考）・購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.347ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈ（九州電力平成2018年度調整後）を使用した。

　　　・【　】内の数値は、基準値（2018年度実績値 )に対する削減率を示す。

　　　・サイト区分の共通とは、事務所＋現場を示す。

　　　・化学物質は使用実績がないため、目標から除外した。

環境目標
サイト

区分
単位

目標

物品の品質等を把握した上でグリーン購入に努める

  2.廃棄物排出量の削減



Ⅵ.　環境経営計画

サイト

区分
達成手段(活動項目） スケジュール

　1.二酸化炭素排出量の削減

事務所
空調温度管理の実施（室内温度：夏季26度、冬季

20度）

冷房期：7～9月

暖房期：11～3月

事務所 エアコンのフィルターの定期な清掃 通年

事務所 未使用時の室内消灯
エアコン使用時は

毎月実施

共通 アイドリング・ストップを励行する 通年

共通 急発進・急加速・急減速の禁止 通年

共通 走行ルートの適切化 通年

共通 車間距離を保つ 通年

現場 旋回角度を小さくする（BH） 通年

現場
エンジン回転は可能な範囲で低めにする（BH、

DT）
通年

現場 アイドリング・ストップを励行する（BH、DT） 通年

現場 一定速度の走行をする（DT） 通年

現場
シフトアップは早め、シフトダウンは遅めにする

（DT）
通年

現場 急発進・急加速・急減速の禁止（DT） 通年

現場 走行ルートの適切化（DT） 通年

現場 不要な荷物は積まない（DT） 通年

現場 車間距離を保つ（DT） 通年

事務所 裏紙の使用、両面印刷の推進 通年

事務所 分別、リサイクル、再資源化の推進 通年

現場
土場の保守・点検・整備を徹底し、作業効率を高

める
通年

現場 分別、リサイクル、再資源化の推進 通年

事務所 ストッパー付ホースの使用 通年

事務所 手洗い、洗い物における日常的節水意識の周知 通年

事務所 事務用品購入時は、対象品目の有無を調査する 通年

共通
対象品目がある場合は出来るだけ購入を進め、品

目数を記録する
通年

現場 分かりやすい書類の作成 通年

現場 創意工夫の実施 通年

現場 発注者、地域の方々とのコミニュケーションUP 通年

現場 丁寧な施工で出来栄えのよい工事の実施 通年

(2)産業廃棄物の

         リサイクル率向上

(3)軽油使用量の削減

(2)ガソリン使用量の削減

・環境経営目標を達成するため、以下の具体的な活動項目を設定し、全社員で環境への取組を行いました。

(1)電力使用量の削減

(1)一般廃棄物排出量の削減

　2.廃棄物排出量の削減

環境経営目標項目
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3 水使用量の削減

5
工事点数の「良」（80点以

上）の獲得を推進

グリーン購入の推進4



Ⅶ.　環境経営目標の実績

目標 実績

目標

達成率

※1

目標

達成判定

※2

　1.　二酸化炭素排出量の削減 共通 kg-CO2 103,837 74,347 140% ◎

(1)電力使用量の削減 事務所 kWh 18,781 17,042 110% 〇

(2)ガソリン使用量の削減 共通 L 10,963 9,386 117% ○

(3)軽油使用量の削減 共通 L 26,423 17,773 149% ◎

(1)一般廃棄物排出量の削減 共通 kg 283 146 194% ◎

(2)産業廃棄物の

            リサイクル率向上
現場 ％ 98 92 94% △

3 水の使用量の削減 事務所 m3 530 74 716% ◎

4 グリーン購入の推進 共通 ー

物品の品質等を

把握した上でグ

リーン購入に努

める

物品の品質を

把握し、グ

リーン購入に

努めた

ー 〇

5
工事点数の「良」（80点以

上）の獲得を推進
点数 点 80 80 100% 〇

・2022年度の環境経営目標達成状況は以下のとおりであり、全ての項目で目標を達成するこ

　とができました。

　 2.廃棄物排出量の削減

備考）※１　目標達成率の計算　目標÷実績×100

　　　※２　目標達成判定区分　◎：目標達成率≧120%    ◯：100%≦達成率＜120%   △：80%≦達成率＜100%

　　　　　　　　　　　　　　　×：達成率＜80%　－：判定不可
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サイト

区分
単位環境経営目標

2022年度



Ⅷ.　環境経営計画の取組結果とその評価

達成

状況
達成手段(活動項目）

取組の

実施状況
評価

空調温度管理の実施（室内温度：夏季26度、

冬季20度）
〇

エアコンのフィルターの定期な清掃 〇

未使用時の室内消灯 〇

アイドリング・ストップを励行する 〇

急発進・急加速・急減速の禁止 〇

走行ルートの適切化 〇

車間距離を保つ 〇

旋回角度を小さくする（BH） 〇

エンジン回転は可能な範囲で低めにする

（BH、DT）
〇

アイドリング・ストップを励行する（BH、

DT）
〇

一定速度の走行をする（DT） 〇

シフトアップは早め、シフトダウンは遅めに

する（DT）
〇

急発進・急加速・急減速の禁止（DT） 〇

走行ルートの適切化（DT） 〇

不要な荷物は積まない（DT） 〇

車間距離を保つ（DT） 〇

達成

状況
達成手段(活動項目）

取組の

実施状況
評価

裏紙の使用、両面印刷の推進 ◎

分別、リサイクル、再資源化の推進 ◎

土場の保守・点検・整備を徹底し、作業効率

を高める
◎

分別、リサイクル、再資源化の推進 ◎

達成

状況
達成手段(活動項目）

取組の

実施状況
評価

ストッパー付ホースの使用 ◎

手洗い、洗い物における日常的節水意識

の周知
◎

・2022年度の環境経営計画の実施状況は以下のとおりであり、設定したほとんどの項目で取

　組が実施でき、良好な結果となっています。

環境経営目標項目

環境経営目標項目

1.二酸化炭素排出量の削減

環境経営目標項目

 2.廃棄物排出量の削減

 3.水使用量の削減
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〇(1)電力使用量の削減

◎

〇(2)ガソリン使用量の削減

(3)軽油使用量の削減

<現状>電力・ガソリン・

軽油使用量すべてにおいて

目標を達成することができ

た。

<今後>引く続き活動を継

続し、更なる目標達成を目

指す。

△
(2)産業廃棄物の

　　リサイクル率向上

<現状>目標達成できな

かったが、活動実施でき

た。

<今後>引き続き取組継続

する。

備考）目標の達成状況判定区分：P6参照
　　　取組の実施状況判定区分：◎十分実施できた(定着)　〇実施できた　　△概ね実施できた　×実施できなかった　－判定不可

(1)一般廃棄物排出量の削減 ◎

◎

<現状>目標、取組ともによく

できた。

<今後>節水を継続、徹底させ

る。

3.水使用量の削減



達成

状況
達成手段(活動項目）

取組の

実施状況
評価

事務用品購入時は、対象品目の有無を調

査する
〇

対象品目がある場合は出来るだけ購入を

進め、品目数を記録する
〇

達成

状況
達成手段(活動項目）

取組の

実施状況
評価

分かりやすい書類の作成 ◎

創意工夫の実施 ◎

発注者、地域の方々とのコミニュ

ケーションUP
◎

丁寧な施工で出来栄えのよい工事の

実施
◎

遵守 判定

○

○

○

○

備考）遵守判定区分　〇：遵守できた　　×：遵守できなかった　　－：該当事項なし

廃棄物の運搬・保管・排出の管理

産業廃棄物管理票の交付

交付状況報告書の提出

遵守事項

フロン排出抑制法

オフロード法

環境目標項目
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<現状>目標を達成できた。

<今後>引続きｸﾞﾘｰﾝ購入を推

進する。

〇
5.工事点数の「良」（80点

以上）の獲得を推進

<現状>よく取り組むことがで

きた。

<今後>発注者や現場周辺の

方々の意見を最優先に活動を

行う。

 5.工事点数の良（80点以上）獲得の推進

4.グリーン購入の推進 〇

・当社の事業活動に適用される環境関連法規等は、以下のとおりです。

・２０２２年度の事業活動において、遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

・また、関係機関等からの違反の指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

Ⅸ.　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、

                                                                      並びに違反・訴訟等の有無

建設工事に係る資材の再資源化等に

関する法律

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

適用される主な環境関係法規

業務用エアコンの簡易定期点検

第一種特定製品の点検

特定特殊自動車の使用の制限

対象建設工事の届け出

再資源化の実施

環境経営目標項目

 4.グリーン購入の推進



Ⅹ.　今後の取組内容

環境経営目標（２０２３年度）

基準年度 目標

2019年度-2021年度

【平均値】

2023年度

【1％削減】

2019年6月

～2022年5月

2023年6月

～2024年5月

　1.　二酸化炭素排出量の削減 共通 kg-CO2 98,180 97,203

（１）電力使用量の削減 事務所 kWh 19,819 19,628

（２）ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減 共通 L 9,106 9,106

（３）軽油使用量の削減 共通 L 26,301 26,043

　２.　廃棄物排出量の削減

（１）一般廃棄物排出量の削減 共通 kg 152 151

（２）産業廃棄物のリサイクル

率向上
現場 ％ 98 98

3 水使用量の削減 共通 m3

4 ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進 共通 -

5
工事点数の「良」（80点以上）

獲得の推進
現場 点 80 80
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・以上の２０２２年度の環境経営計画の取組結果とその評価を踏まえた上での次年度の

　環境経営目標及び環境経営計画を以下に記します。

・今後も全社でこの取組を継続・発展させ、環境経営目標の全項目達成を目指していきます。

環境経営目標 ｻｲﾄ区分 単位

物品の品質等を把握した上でのグリーン購入に

努める

水使用量を把握した上での節水活動に努める



環境経営計画（２０２３年度）

ｻｲﾄ区分 達成手段(活動項目） スケジュール

　1.　二酸化炭素排出量の削減

事務所
空調温度管理の実施（室内温度：夏季26

度、冬季20度）

冷房期：7～9月

暖房期：11～3月

事務所 エアコンのフィルターの定期な清掃
エアコン使用時は

毎月実施

事務所 未使用時の室内消灯 通年

共通 アイドリング・ストップを励行する 通年

共通 急発進・急加速・急減速の禁止 通年

共通 走行ルートの適切化 通年

共通 車間距離を保つ 通年

現場 旋回角度を小さくする（BH） 通年

現場
エンジン回転は可能な範囲で低めにする

（BH、DT）
通年

現場
アイドリング・ストップを励行する（BH、

DT）
通年

現場 一定速度の走行をする（DT） 通年

現場
シフトアップは早め、シフトダウンは遅め

にする（DT）
通年

共通 急発進・急加速・急減速の禁止（DT） 通年

共通 走行ルートの適切化（DT） 通年

現場 不要な荷物は積まない（DT） 通年

現場 車間距離を保つ（DT） 通年

　　２.　廃棄物排出量の削減

事務所 裏紙の使用、両面印刷の推進 通年

事務所 分別、リサイクル、再資源化の推進 通年

現場
土場の保守・点検・整備を徹底し、作業効

率を高める
通年

現場 分別、リサイクル、再資源化の推進 通年

事務所 ストッパー付ホースの使用 通年

事務所
手洗い、洗い物における日常的節水意識の

周知
通年

事務所
事務用品購入時は、対象品目の有無を調査

する
通年

共通
対象品目がある場合は出来るだけ購入を進

め、品目数を記録する
通年

現場 分かりやすい書類の作成 通年

現場 創意工夫の実施 通年

現場
発注者、地域の方々とのコミニュケーショ

ンUP
通年

現場 丁寧な施工で出来栄えのよい工事の実施 通年

（１）電力使用量の削減

（２）ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減

（３）軽油使用量の削減

環境経営目標項目
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5
工事点数の良（80点以上）獲得の推進

（全体工事の60％以上）

（１）一般廃棄物排出量の削減

（２）産業廃棄物のリサイクル率向上

3 水使用量の削減

4 ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進



☆　　プラス評価　　☆

1.二酸化炭素排出量の削減

・143％の達成率で活動もよくできていた。

・前回、二酸化炭素排出量の割合が72.6％を占めていた軽油使用において

　2022年度は149％の達成率で達成できたので、良かった。

2.廃棄物排出量の削減

・分別、再資源化ともによくできた。

　一般廃棄物のリサイクル率もよかった。

3.水使用量の削減

・１年を通して目標達成できた。 　

4.グリーン購入の推進

・再生材使用品を重視する等、グリーン購入の活動をできた。

5.工事点数の「良」の獲得を推進します。

・監督員全員で情報を共有しながら効率的に活動できた。

　目標も達成でき、昨年に引き続き表彰対象の工事もあった。

★　　マイナス評価　　★

　・産業廃棄物のリサイクル率向上　において

　　2月の産業廃棄物処分において達成率が72％と未達成となっている。

　　四半期としても77％と80％以下の達成率となったため、是正処置を

　　行った。

・環境経営方針　…　変更なし

・環境経営目標　…　全体目標値の見直し

　　　　　　　　　　水使用量の削減　の目標内容の見直し

・環境経営計画　…　変更なし

・実施体制　…　環境管理責任者の見直し

・今回の2022年度運用終了後に、代表者による取組の全体評価と見直しを行いました。

　結果は以下のとおりです。
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Ⅺ.　代表者による取組状況の全体評価と見直しの結果

＜取組状況の全体評価＞

＜見直し指示＞


